



















カーマより PED を算定して、一般的な DRL と比較した。その結果以下の結論を得た。 
１．3台の管電圧は 60±2 kV で、タイマーの設定時間は 0.1-0.64 秒の使用範囲で全ての装置が 1.7%以 
内の誤差であり、コーン先端空気カーマは、公称管電流 7 mA での設定 mAs 当たり平均 0.863 mGy 
とどの装置でも変動が 4.2%以内であった。 
２．調査した全口内法撮影中で 70％以上を占めた 18 歳以上の成人患者に対する各撮影の PED 平均値 
（±標準偏差）は、上顎前歯部 1.56±0.27 mGy、上顎小臼歯部 1.92 ±0.38mGy、上顎大臼歯部 2.42 
±0.33 mGy、下顎前歯部 1.09±0.31 mGy、下顎小臼歯部 1.27±0.22 mGy、下顎大臼歯部 1.59±0.20 
mGy（標準偏差は約 20%）であった。 
３．英国で勧告されている下顎大臼歯部撮影で Eグループ感度以上のフイルム使用による診断参考レベ 
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